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　２月５日、見沼中学校で、行田在来の青大豆を使っ
た豆腐作り体験会が行われました。
　この日は、３年生が行田市くらしの会のメンバーか
ら指導を受け、大豆をミキサーにかけたり、煮た呉汁
を搾ったりするなど一連の工程を体験。固まったばか
りの豆腐を崩さないよう慎重に型から取り出した生徒
たちは、「おいしい」「コクがある」などと言いながら
出来立ての豆腐を試食していました。

「水と緑 個性あふれる文化都市」を目指して

　平成20年度の取り組みを紹介します…………２～３

保健案内……………１４

写真館……………１６～１７

広場……………１８～１９

催し・募集……………２０～２３

歴史系譜・キラリ元気……………２４



○
総
合
公
園
整
備
事
業　
　

　

総
合
公
園
プ
ー
ル
施
設
の
補
修
や
遊
具
設
置

の
ほ
か
、
既
存
施
設
を
有
効
活
用
し
総
合
公
園

管
理
事
務
所
内
に
食
事
休
憩
の
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
行
田
名
物

「
フ
ラ
イ
」
や
「
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
」
な
ど
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
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市
民
の
だ
れ
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
し

た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
に
、
安
心
で
、
便
利

で
、
し
か
も
快
適
な
都
市
・
生
活
基
盤
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

○
森
づ
く
り
環
境
再
生
事
業

　

森
づ
く
り
を
通
し
て
、
緑
と
触
れ
合
い
な
が

ら
子
供
た
ち
の
成
長
を
見
守
ろ
う
と
、
総
合
公

園
西
側
で
「
い
の
ち
を
守
る
森
づ
く
り
」
親
子

植
樹
祭
を
行
い
ま
し
た
。
約
３
０
０
人
の
親
子

が
参
加
し
、
27
種
類
約
３
千
本
の
苗
木
が
植
え

ら
れ
ま
し
た
。

○
消
防
施
設
整
備
事
業　
　

　

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
消
防
団
庁

舎
２
カ
所
の
改
修
と
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台

の
更
新
を
行
い
、
消
防
活
動
体
制
の
強
化
・
充

実
を
図
り
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
市
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
、
い

き
い
き
と
し
た
暮
ら
し
が
送
れ
る
よ
う
な
思
い

や
り
の
あ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
子
ど
も
医
療
費
支
給
事
業

　

通
院
費
用
に
係
る
支
給
対
象
者
を
、
小
学
校

就
学
前
か
ら
中
学
校
就
学
前
ま
で
に
拡
大
し
、

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

○
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業　

　

そ
の
人
の
状
況
や
特
性
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
住
民
参
加
型
の
窓
口
と
な
る
ふ

く
し
総
合
窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
組

織
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
包
括

的
虐
待
防
止
事
業
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
研
究

や
地
域
の
課
題
や
解
決
方
法
な
ど
を
話
し
合
う
、

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

○
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）設
置
事
業

　

市
立
保
育
園
、公
設
の
学
童
保
育
室
、つ
ど
い

の
広
場（
み
な
み
か
わ
ら
）、児
童
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
古
代
蓮
会
館
の
18
カ
所
に
新
た
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
、
救
命
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

〜
平
成
20
年
度
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
〜

〜
平
成
20
年
度
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
〜

「
水
と
緑 

個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」
を
目
指
し
て

「
水
と
緑 

個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」
を
目
指
し
て

　

市
で
は
、「
水
と
緑　

個
性
あ
ふ
れ
る
文
化
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、

活
力
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
“
元
気
な
行
田
”“
安
心
・
安
全
な
行
田
”
を
つ
く

る
た
め
の
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
20
年
度
に
行
っ
た
都
市
・
生
活
基
盤
整
備
や
福
祉
、

教
育
、
商
工
業
・
観
光
対
策
な
ど
の
主
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

快
適
で
住
み
よ
い 

　
　
　
　

 

ま
ち
を
つ
く
る

すくすくと育っている
植樹された苗木

健
康
で
幸
せ
な  

　
　
　
　

ま
ち
を
つ
く
る

地域の現状や課題が話し合われた
福祉のまちづくりシンポジウム
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す
べ
て
の
市
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
内

容
、
手
段
、
方
法
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
寺
子
屋
事
業

　

（
未
来
の
行
田
を
担
う
子
ど
も
育
成
事
業
）

　

地
域
の
良
さ
や
日
本
の
伝
統
・
文
化
な
ど
に

つ
い
て
、
高
齢
者
な
ど
地
域
の
人
材
を
活
用
し
、

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
少
人
数
学
級
編
制
事
業

　

１
学
級
の
児
童
・
生
徒
の
人
数
を
減
ら
す
こ

と
で
、
個
々
に
応
じ
た
指
導
や
き
め
細
か
な
教

育
を
実
現
す
る
少
人
数
学
級
。
今
年
度
か
ら
こ

の
少
人
数
学
級
編
制
事
業
を
小
学
３
年
生
ま
で

拡
大
し
、
さ
ら
な
る
教
育
環
境
の
充
実
に
努
め
ま

し
た
。

○
小
中
学
校
施
設
整
備
事
業

　

東
小
学
校
屋
内
運
動
場
耐
震
補
強
・
内
外
改

修
工
事
、
下
忍
小
学
校
校
舎
外
部
改
修
工
事
、

太
田
中
学
校
校
舎
外
部
改
修
工
事
な
ど
、
小
中

学
校
施
設
の
大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
夏
の
暑
さ
対
策
と
し
て
、
全
小
学
校
の

普
通
教
室
に
扇
風
機（
１
教
室
に
４
台
）を
設
置

し
、
教
育
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

○
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
利
用
で
き
る
よ
う
、
総

合
公
園
西
側
に
多
目
的
広
場
、
下
須
戸
地
区
に

運
動
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

生
産
性
の
高
い
農
業
の
振
興
と
魅
力
的
な
商

店
街
の
形
成
や
工
業
の
高
度
化
を
図
り
、
活
力

に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

○
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
米
づ
く
り
体
験
事
業

　

古
代
蓮
の
里
東
側
の
水
田
約
２
千
平
方
メ
ー

ト
ル
を
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
、
古
代
米
や

「
彩
の
か
が
や
き
」
を
使
用
し
行
田
蓮
の
絵
を

描
い
た
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
。
６
月
に
田
植
え
を
行

い
、
秋
に
は
大
き
な
「
行
田
ハ
ス
」
の
絵
と
文

字
が
浮
か
び
上
が
り
、
「
行
田
の
お
い
し
い

米
」
や
「
観
光
地
・
行
田
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

○
地
産
地
消
推
進
事
業

　

行
田
在
来
の
青
大
豆
を
復
活
さ
せ
、
こ
れ
を

使
用
し
た
商
品
を
市
内
外
に
発
信
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
豆
腐
や
が
ん
も
ど
き
、
豆
せ
ん
べ

い
、
豆
お
こ
わ
な
ど
の
販
売
の
推
進
を
図
り
ま

し
た
。
特
に
豆
腐
は
「
甘
く
コ
ク
が
あ
り
、
と

て
も
お
い
し
い
」と
大
変
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
○
フ
ラ
イ
、
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ

　
　
　
　
　
　

全
国
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業

　

行
田
市
Ｂ
級
グ
ル
メ
大
会
を
古
代
蓮
の
里
で

開
催
し
ま
し
た
。
県
内
だ
け
で
な
く
群
馬
県
や

栃
木
県
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
集
ま
り
、
12
市
町

か
ら
14
品
が
並
ん
だ
会
場
で
は
、
行
田
の
フ
ラ

イ
と
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
も
販
売
さ
れ
、
全
国
ブ
ラ

ン
ド
化
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
民
参
加
を
積
極
的
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、

み
ん
な
で
助
け
合
う
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

○
市
民
公
益
活
動
の
促
進
・
支
援
事
業

　

市
内
公
益
活
動
団
体
の
代
表
者
な
ど
に
よ
る

検
討
委
員
会
で
検
討
い
た
だ
き
、
市
民
の
公
益

活
動
を
促
進
・
支
援
す
る
た
め
の
実
施
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

　

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
男
性
や
親
子

を
対
象
に
し
た
料
理
教
室
な
ど
の
ほ
か
、
情
報

紙
「
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
」
の
発
行
を
通
じ
て
男
女
が
と

も
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の
推

進
を
図
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
世
界
的
な
金
融
危
機
を
背
景
と

し
た
景
気
後
退
に
対
処
す
る
た
め
、
市
長
を
本

部
長
と
す
る
緊
急
経
済
対
策
本
部
を
設
置
し
、

公
共
事
業
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
や
中
小

企
業
の
経
営
安
定
化
、
市
民
生
活
の
安
心
な
ど

を
柱
と
す
る
緊
急
経
済
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

個
性
を
伸
ば
す
教
育
と

文
化
を
育
て
る
ま
ち
を
つ
く
る

産
業
を
振
興
し　

　

 

豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
る

「行田ハス」の田んぼアートでおいしい米と観光地をPR

心
ふ
れ
あ
う

　
　
　

ま
ち
を
つ
く
る

寺子屋事業の一環で行われた須加小学校での戦争体験の話

＊   　

＊   　

＊   　

＊   　

＊  
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２
月
２
日
、
世
界
の
水
問
題
に
ご
関
心
の
深
い
皇
太

子
殿
下
が
、
北
河
原
地
区
の
中
条
堤
を
訪
れ
、
利
根
川

水
系
の
治
水
に
つ
い
て
ご
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

皇
太
子
殿
下
は
、
沿
道
で
お
迎
え
し
た
市
民
に
対
し
、

笑
顔
で
手
を
振
り
ご
視
察
場
所
へ
。
工
藤
市
長
や
斉
藤

市
議
会
議
長
ら
が
お
出
迎
え
す
る
中
、
利
根
川
の
洪
水

か
ら
忍
領
を
守
る
た
め
今
か
ら
約
４
０
０
年
前
に
築
造

さ
れ
た
堤
防
を
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
。
関
係
者
か
ら
の

ご
説
明
に
耳
を
傾
け
ら
れ
た
皇
太
子
殿
下
は
、
ご
自
身

で
も
写
真
を
撮
る
な
ど
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

皇
太
子
殿
下
は
、
平
成
19
年
か
ら
国
連
「
水
と
衛
生

に
関
す
る
諮
問
委
員
会
」
の
名
誉
総
裁
を
お
勤
め
に
な

っ
て
い
ま
す
。

   
皇
太
子
殿
下
が

　
　
　
　
　

中
条
堤
を
ご
視
察

中条堤についての説明に耳を傾けられる皇太子殿下

定額給付金についてのご案内
　市役所では、現在、定額給付金の給付に向けて準備を進めています。給付の準備が整いました
ら市役所から各世帯に通知をします。
　住民の皆さんへ電話で連絡することはありませんので、引き続き定額給付金の給付を装った振
り込め詐欺や個人情報の詐

さし ゅ

取にご注意ください。

定額給付金給付までの流れ

①市役所から通知書を郵送します。
②通知書が自宅に届いたら、同封の申請書（口座振込依頼書）を市役所に郵送してください。
③金融機関の指定の口座に振り込みます。

▶問い合わせ　企画政策課定額給付金支給担当（内線206）　

　
　

銀
行

市  役  所 各  世  帯

金 融 機 関

通知書（郵送）

申請書（郵送）

給付
（振込）

銀行、信用金庫
郵便局（ゆうちょ銀行）
農協（JAバンク）など
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公開録画「ごきげん歌謡笑劇団」を開催します公開録画「ごきげん歌謡笑劇団」を開催します公開録画「ごきげん歌謡笑劇団」を開催します
市制施行60周年記念事業
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　固定資産税の納税に先立ち、「縦覧帳簿の縦覧」や「固
定資産課税台帳の閲覧」によって、固定資産の内容を確認
することができます。

縦覧帳簿の縦覧
　土地または家屋に固定資産税が課税されている方は、縦
覧帳簿によって市内の土地または家屋の価格を縦覧するこ
とができます。
▶期　　間　4月1日(水)～6月1日(月) ※土曜日・祝日を除く
　　　　　 【平日】午前8時30分～午後5時15分
　　　　　 【日曜日】午前8時30分～正午
▶場　　所　税務課15番窓口

固定資産税の縦覧と閲覧ができます

▶日　　　時　4月14日(火)　 午後6時開場　午後6時45分開演
午後9時終演予定

▶場　　　所　産業文化会館ホール
▶出演予定者 【ゲスト】川中美幸、冠二郎、松居直美、山本譲二
　　　　　  【出演】綾小路きみまろ、早乙女太一、さかなクン
▶観覧申し込み　入場無料。「郵便往復はがき」にて整理券を申し

込みください。
	  【往信表面】〒361－8601行田市本丸2－5 行田

市役所企画政策課「ごきげん歌謡笑劇団」観覧係
	  【往信裏面】①郵便番号②住所③名前④電話番号
	  【返信表面】①郵便番号②住所③名前
	  【返信裏面】何も書かないでください（抽選結果を

印刷して返送します）
	 ※応募多数の場合は抽選のうえ、整理券をお送りします。
	 ※整理券は１枚につき2人まで入場可能です。
	 ※満１歳以上のお子さんから整理券が必要です。
▶締 め 切 り　3月24日(火)必着
▶放 送 予 定　5月8日(金)午後9時～9時59分＜BS2＞
▶そ　の　他　応募の際にいただいた情報は抽選・選考結果の連

絡のほか、NHKでは受信料のお願いに使用させて
いただく場合があります。

▶問い合わせ　企画政策課企画担当（内線308）

課税台帳の閲覧
　固定資産税の納税義務者の方は、所有する固定資産の平成
21年度課税台帳を4月1日から閲覧し、課税内容を確認する
ことができます。
　また、借地および借家人の方も、賃借権などの目的である
固定資産に限って閲覧することができます。その際、賃借契
約書などを確認させていただきます。
▶お 願 い　税務課窓口にお越しの際は、縦覧および閲覧が

できる方かどうかを確認するため、運転免許証
や健康保険証など本人確認ができるものを持参
してください。また、代理の方が来る場合に
は、委任状などもあわせて持参してください。

▶問い合わせ　税務課資産税担当（内線233・234）

　市制施行60周年を記念して、NHKさいたま放送局との共催によりNHK衛星第2
テレビ（BS2）の新番組「ごきげん歌謡笑劇団」の公開録画を開催します。
　この番組では、地域の話題や土地柄をテーマにした歌謡芝居をはじめ、出演者の
歌や踊りなども交えて、その町の魅力を楽しく紹介します。観覧をご希望の方は、
次の要領で申し込みください。
　また、番組内で綾小路きみまろさんが紹介する“笑って泣いて 五・七・五”も募
集します。奮ってご応募ください。

▶応募方法　「郵便はがき」に次の事項
を記入のうえ、ご応募ください。

 【はがき表面】
　〒330－9310（住所不要）ＮＨＫ

さいたま放送局「ごきげん五・七・五
（行田）」係

 【はがき裏面】
　①郵便番号②住所③名前④電話番号⑤

未発表の五･七･五作品とそのエピソード
　※五･七･五は、「家族」「夫婦」「行

田」のいずれかをテーマにした作品
と、その他自由なテーマの楽しい作
品を受け付けます。

　※五･七･五に応募しても観覧申し込みと
はなりませんので、ご注意ください。

　※作品が採用された方には会場で公開
録画をご覧いただき、番組内で作者
の紹介をさせていただきます。

▶締め切り　3月24日(火)必着

“笑って泣いて  五・七・五”募集

綾小路きみまろさん



工藤市長が友好都市を公式訪問しました工藤市長が友好都市を公式訪問しました

6

　工藤市長が２月３日・４日に三重県桑名
市を、10日・11日には福島県白河市を公
式訪問しました。これは、平成10年11月
の友好都市締結から10周年を迎え、友好
関係のさらなる強化・進展に向け、まちづ
くりの視察を兼ねて行われたものです。
　市長就任以来はじめての訪問となった今
回、桑名市では、コミュニティバスの運行
状況をはじめとするまちづくりを、白河市
では、小峰城や南湖公園をはじめとする歴
史遺産を生かしたまちづくりを視察しまし
た。
　このたびの訪問により、歴史に裏付けら
れた強い友好関係を確認しあうとともに、
両市との絆

きずな

を深めることができました。

▶問い合わせ　秘書課（内線317）

桑名市のまちづくりについて説明を受ける工藤市長

鈴木白河市長とも強い友好関係を確認しあいました

第53回埼玉県名刀展「彫り物のある日本刀」第53回埼玉県名刀展「彫り物のある日本刀」第53回埼玉県名刀展「彫り物のある日本刀」

市制施行60周年記念事業

　市では、修学の意欲があるのに経済的
な理由で修学が困難な方に対し、学資金
の一部を奨学資金として給与します。

▶受給資格
　①市内に6カ月以上居住し、高校およ

　び高等専門学校に在学していること
　②他の奨学資金の給与を受けていない

　こと
▶給与金額　月額1万円
▶願書に添付する書類
　①在学証明書
　②同一生計者の所得証明書
　③住民票謄本
▶申　　請　4月1日（水）～24日（金）
▶そ の 他　受給者は、奨学生選考委員

会において選考します。
▶申し込み・問い合わせ　教育総務課庶

務担当☎556－8311

ご活用ください　
奨学資金

　刀身に龍や剣、梵
ぼん

字などが彫刻された刀を中心に、鎌倉時代から江戸
時代までの名刀を展示します。鍛錬された日本刀の美しさと精巧な刀身
彫刻をご覧ください。
　期間中、展示解説や刀身彫刻の実演、行田市居合道連盟による居合道
の演武も行います。

▶会　　期　4月25日(土)～5月10日(日) 
	 　　※会期中の休館日：4月27日・30日、5月７日
▶場　　所　郷土博物館

【展示解説】
  ▶日　　時　4月26日（日）・5月4日（月）午後1時～　
  ▶講　　師　志塚徳行さん（埼玉県刀剣保存協議会長）
　　　　　　　　
【刀身彫刻実演】　　
  ▶日　　時　5月4日（月）・10日（日）午前11時～、午後2時～
  ▶講　　師　橋本琇巴さん（刀剣彫刻師）

▶主　　催　埼玉県教育委員会、行田市教育委員会、埼玉県刀剣保存協議会
▶問い合わせ　郷土博物館☎554－5911
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　市では、小学校の英語活動のアシスタントをし
ていただけるボランティアを募集しています。

▶応募資格　日常英会話ができ、子供と一緒に歌
い踊れる明るく元気な方で、市内の
小学校に通勤可能な方

▶活動期間　平成21年度の1年間
▶募集要項および志願書　

学校教育課（産業文化会館3階）で
配布しています。また、市ホーム
ページからダウンロードできます。

▶応募方法　所定の志願書に必要事項を明記し、
学校教育課へ持参してください。

▶そ の 他　志願書と面接により選考します。
志願書受け付け後、面接日程をご連
絡します。また、活動に対して市規
定の謝礼をお支払いします。

▶問い合わせ　学校教育課学校教育改革担当☎556
　　　　　　－8316

　市では、小･中学校の補助員を募集しています。小･中学校の
特別支援学級などで、児童・生徒に対して学校生活上の補助を
行う仕事です。資格は特に問いませんが、教員免許状を所持し
ている方や同様の職務を経験した方であれば歓迎します。

▶勤務場所　市内の小・中学校
▶勤務時間　勤務校の始業時間から終業時間まで
▶時　　給　830円（交通費などの支給はありません）
▶賃金支払　月末締め切り、翌月末払い（口座振り込み）
▶応募方法　市販の履歴書に必要事項を記入し、学校教育課

（産業文化会館3階）へ持参してください。後日
面接を行い、決定します。

▶問い合わせ　学校教育課学務担当☎556－8316

のびのび英語ボランティアを
募集しています

小・中学校の補助員を募集しています のびのび英語ボランティアを
募集しています

小・中学校の補助員を募集しています

　市では、農業用排水路の浚
  しゅんせつ

渫作業として、素掘りの用排水
路にたい積した土砂を除去する作業に使用していた「ショベ
ル・ローダ」を売り払います。
　希望される方は、売り払い案内書を確認のうえ申し込みく
ださい。

▶売り払い対象車両

ショベル・ローダを売り払いますショベル・ローダを売り払います

車名 車体の形状 種別 年式 最低売却価格

ＴＣＭ ショベル・ローダ 大型特種 平成3年 180,000円

▶売り払い参加資格　
　市内在住の個人または法人（支店・営業所を含む）※個人

の場合は、大型特殊免許を有する方
▶参加受付・対象車両の公開
【受付日時】４月６日（月）～12日（日）午前９時～午後５時
【受付場所】農政課（内線387）（土・日曜日の受付・公開を希望

　　　　　  する方は４月10日（金）までに予約してください）
　　　　　　※売り払い案内書は４月６日（月）から同課で配

　　　　　　布します
【公開場所】市役所西側駐車場
▶売り払い日時・場所・方法
【日　　時】４月20日（月）午前10時
【場　　所】市役所305会議室
【方　　法】見積合わせ（最低売却価格以上で、最も高い価

　　　　　格をつけた方を購入者に決定します）
▶問い合わせ　
　契約検査課
 （内線213・214）

▶日　　時　３月20日（金）・21日（土）・22日
（日）　

▶場　　所　西武園ゆうえんち（所沢市山口2964）
▶内　　容　パパ・ママ応援ショップ出店、「埼

玉西武ライオンズ」応援ＰＲなど
▶費　　用　入園料が必要です。
　　　　　　※当日は、パパ・ママ応援ショップ優

待カード提示で、通常大人（中学生
以上）１,000円、子ども500円を
それぞれ半額（大人500円、子ど
も250円）に割り引き。ワンデー
フリーチケットの割引もあり。

▶問い合わせ　ＪＴＢ首都圏大宮支店☎048－649
－5255または西武園ゆうえん
ち（http://www.seibu-group.
co.jp/rec/yuenchi/index.html）

〈優待カード配布先〉
子育て支援課子育て支援担当（内線262）ま
たは埼玉県福祉部少子政策課☎048－830－
3343

パパ・ママ応援ショップ
in西武園ゆうえんち
パパ・ママ応援ショップ
in西武園ゆうえんち
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�28「市長への手紙」

意　見
　市内の見通しの悪い交差点および
Ｔ字路を調査し、危険な所には「止
まれ」を表示してもらいたい。また、
地域の要望を聞いてもらいたい。

（はがき・男性）

回　答
　交差点にある「止まれ」の表示は、
埼玉県公安委員会による「一時停
止」の規制標識のある交差点で、特
に注意を喚起する必要がある場所に
ついて、順次、市で表示しています。
　また、道路環境は建物や塀などの
工作物の設置などにより日々変化し
ていることを踏まえ、各自治会など
からの情報提供や要望に応じて表示
しています。
　市では、今後も交 通事故のない
「安心で安全な行田市」の実現に向
けて取り組んでいきます。

このコーナーは、手紙や電子メールなどにより市長へご意見・ご提言などをいただいたもの
の中から、その一部を紹介するものです。 ▶問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

要　望
　行田市のホームページはわかりにく
く、必要な手続きなどの情報がすぐ
に検索できない。簡単に探せるよう
なホームぺージにしてほしい。

（Ｅメール・女性）

回　答
　本市のホームページは、本年５月
の刷新に向け、現在準備を進めてい
ます。
　利用者にとって、「見やすく、探し
やすく、わかりやすい」をモットーに
構成からデザインに至るまでを一新
し、より皆さんに親しんでいただけ
るものにしていく予定です。
　ホームページを刷新するまでの
間、手続きなどでご不明な点があれ
ば、各課まで問い合わせください。

意　見
　市内にある多機能トイレ情報を
記載したマップを作製してはどう
か。

（Ｅメール・男性）

回　答
　昨年、障害者団体が市内の観光
スポットなどのバリアフリー状況を
調査点検する「バリアフリーウオッ
チング」を行い、障害者などの視点
で街の安全度をチェックしました。
　調査結果を基に、市では、障害者
団体と協働して、市内の観光名所な
どのバリアフリー状況を盛り込んだ
観光バリアフリーマップ作りを進め
ています。間もなく障害のある方で
も安心して市内観光を楽しめる内
容のマップが完成する予定です。

「市長のさわやか訪問」で多くの皆さんと意見交換をしました「市長のさわやか訪問」で多くの皆さんと意見交換をしました

今年度は10団体を訪問今年度は10団体を訪問今年度は10団体を訪問

　平成19年度にスタートした「市長のさわやか訪問」
は、「市長と語る対話集会」をはじめ、「市長への手紙」
などと同様、市民の皆さんの声を市政に反映したまちづ
くりの推進を目的とし、企業やサークル、各種団体など
を対象に行っている広聴活動の一つです。
　今年度は、社会福祉法人清幸会「緑風苑」への訪問を
皮切りに、企業、法人、ボランティア団体、クラブ・
サークルなど、全10団体を訪問しました。子供たちとの
交流や意見交換を行うため、中央小学校の吹奏楽部を訪
問した際には、楽器演奏を通じて児童とのコミュニケー
ションも図りました。
　市では、今後も多くの
意見や提言などをお聞き
するために、市長自ら皆
さんのところへ訪問しま
す。

▶問い合わせ　
　広報広聴課広報広聴担当  
  （内線318）

児童の質問を受ける工藤市長

訪問日 訪　問　先 訪問日 訪　問　先

    4月22日 社会福祉法人清幸会「緑風苑｣     9月30日 （株）東洋食品行田センター営業所

    5月14日 ガラスアート花夢（フローラ）   10月28日 中央小学校吹奏楽部

    6月23日 消防ボランティア・レディース隊   11月  7日 スポーツ吹矢愛好会

    7月  7日 東日本メディコム （株）     1月26日 NPO 法人子育てネット行田

    7月24日 森乳業 （株）     2月20日 朝日食品工業（株） 行田工場
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臨時職員を募集します
一般事務補助
▶資　　格　エクセル・ワード操作のできる方　
▶募集人数　若干名
▶勤務時間　午前8時30分～午後5時（休憩１時間）
▶時　　給　830円

閉庁日受付業務
▶業務内容　閉庁日（土・日曜日、祝日、年末年始）の市

　　　　　役所での電話受付・戸籍届書受付・斎場利用
　　　　　許可など　

▶募集人数　若干名
▶勤務時間　①午前8時30分～午後5時（休憩1時間）
　　　　　　②午前8時30分～午後1時
　　　　　　③正午～午後５時　
　　　　　　※①②③のシフト勤務を予定　　
▶時　　給　830円（年末年始加算有）

▶申し込み　市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入
のうえ、３月19日(木)までに人事課へ持
参。面接のうえ採用を決定します。なお、勤
務開始日は４月１日以降を予定。

▶問い合わせ　同課人事給与担当（内線208）

　平成21年5月21日から、全国60カ所で裁判員制度が
始まります。
　裁判員制度は、国民の皆さんから選ばれた裁判員が、刑
事裁判に参加する制度です。
　6人の裁判員と3人の裁判官が、共に刑事裁判に立ち会
い、被告人が有罪か無罪か、有罪の場合どのような刑にす
るかを判断します。
　国民の皆さんが刑事裁判に参加することにより、裁判が
身近で分かりやすいものとなり、司法に対する国民の皆さ
んの信頼の向上につながることが期待されています。国民
が裁判に参加する制度は、アメリカ、イギリス、フランス、
ドイツ、イタリアなどでも行われています。
　
裁判員制度は全国60カ所で始まります
○地方裁判所の本庁50カ所
　都道府県庁所在地のほか、函館、旭川、釧路
○地方裁判所の支部10カ所
　八王子、小田原、沼津、浜松、松本、堺、姫路、岡崎、
　小倉、郡山
　※裁判員は、それぞれの裁判所の管轄区域内に居住する
　　有権者から選ばれます。

裁判員裁判の対象事件
　強盗致傷、殺人、現住建造物等放火、強かん致死傷、傷
害致死、強制わいせつ致死傷、強盗強かん、強盗致死、危
険運転致死、その他

裁判員裁判の日数
○約7割の事件は、3日以内で終わります。
○裁判は、昼食などを挟んで5～6時間です。

▶問い合わせ　さいたま地方裁判所刑事訟廷事務室
　☎048－863－4111（内線5201）

春の全国交通安全運動

　４月６日（月）から１５日（水）まで、春の全国交通安全運
動が実施されます。
　この運動は、交通安全思想の普及・浸透を図り、交通
ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣づけるとと
もに、道路交通環境の改善に向けた取り組みを推進するこ
とにより、交通事故防止の徹底を図ることを目的としてい
ます。
　皆さんも交通ルールを正しく守り、交通事故防止にご協
力ください。

〈重点目標〉
①子どもと高齢者の交通事故防止
②飲酒運転の撲滅
③シートベルト・チャイルドシートの着用徹底と安全車間
　距離の保持

平成21年交通事故発生状況（2月16日現在）

いよいよ裁判員制度が始まります
～より多くの方に、参加していただくために～

後期高齢者医療保険料の支払い
　平成20年度から継続して平成21年度の保険料を年金天
引きで納めていただく被保険者の方の保険料は、平成20
年分の所得が確定していないため、４月から８月までは２
月分と同額が年金天引き（仮徴収）となります。
　なお、10月からは、平
成20年分の所得に応じて
算定された年間保険料額か
ら仮徴収分を差し引いた額
が年金天引き（本徴収）と
なります。
※すでに年金天引き中止の

手続きをされた方は、７
月から来年３月まで口座
振替により納めていただ
きます。

▶問い合わせ　保険年金課医療担当（内線226・227）

　 県　　内 市　　内

人身事故件数  4,588件（－283）  63件（－  8）

死 者 数       19人（－　 6）    0人（     0）

負 傷 者 数   5,539人（－372）   74人（－17）

物損事故件数 15,080件（－682） 196件（－15）

（　）内は平成20年同時期対比

▶問い合わせ　防災安全課交通担当（内線284）
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合併処理浄化槽の設置に
補助金を交付します

　海や河川を汚すものとして、一般家庭からの生活雑
排水が原因といわれています。市ではこれらの対策と
して、し尿の他に台所・洗濯・風呂などの生活雑排水
を合わせて処理する家庭用の合併処理浄化槽の設置に
対して補助金を交付します。

▶補助金受給対象
・市内（下水道事業認可区域を除く）に合併処理浄化

槽を設置する方
・主として住居を目的とした住宅（小規模小売店舗な

どを併設した住宅を含む。ただし、居住部分の床面
積が全体の床面積の２分の１以上）に合併処理浄化
槽を設置する方

▶補助金額（４月１日から）

市民保養宿泊施設の閉鎖
　市指定市民保養宿泊施設のうち、国民宿舎翁島荘
（福島県猪苗代町☎0242―65―2811）は施設側
の都合により、３月22日（日）の営業をもって閉鎖にな
ります。

▶問い合わせ　生活課市民生活担当（内線252）

人槽区分 交　付　金　額

  5人槽 120,000 円（既存単独処理浄化槽または汲
く

み取
り便所からの転換を伴う場合は、332,000 円）

  7人槽 120,000 円 ( 既存単独処理浄化槽または汲み取
り便所からの転換を伴う場合は、414,000 円 )

10人槽 120,000 円 ( 既存単独処理浄化槽または汲み取
り便所からの転換を伴う場合は、548,000 円 )

※既存単独処理浄化槽または汲み取り便所からの転換の場合
は、撤去前・撤去途中・撤去後の写真が必要となります。

▶申し込み・問い合わせ　環境課環境政策担当☎556
－9530

特別慰労品の請求期限が
迫っています

　次の項目に該当する方へ特別慰労品を贈呈しており、
その請求期限が３月31日（火）までとなっています。

○外地からの引揚者（引揚者は、終戦の日まで引き続
き１年以上外地で生活していて戦後引き揚げてきた
家族全員が対象）

○恩給などを受けていない旧軍人の方（恩給欠格者）
○シベリアなどで強制抑留された方（戦後強制抑留者）

　未請求の方は、早急に申請してください。本人から
の請求に基づいて贈呈されますので、遺族の方からの
請求はできません。請求書などは福祉課窓口に用意し
てあります。

▶資格要件などの問い合わせ　独立行政法人平和祈念
事業特別基金☎0120―234―933

 （月～金曜日の午前９時15分～午後５時15分）
▶請求・問い合わせ　福祉課社会福祉担当（内線267）

鉄剣マラソンのため
市内循環バスを一部運休します

　４月5日（日）は、第25回鉄剣マラソン大会による
交通規制のため、市内循環バス西循環コースおよび東
循環コースを第1便から第4便まで運休します。皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。
　なお、第5便（午後1時10分行田市バスターミナル
発）からは通常運行となります。　　　

運休コース 運休便名 行田市バスターミナル出発時刻

西循環コース

および

東循環コース

第１便 午前７時40分

第２便 午前８時50分

第３便 午前10時

第４便 午前11時10分

▶問い合わせ　生活課市民生活担当（内線251）

北部地域高速通信網誘致推進
協議会が発足しました

　情報化社会といわれるようにインターネットは現代社
会において必要不可欠なものとなっていますが、市内北
部地域では高速通信サービスの未整備により、情報格差
が顕在化しています。そのような中、高速通信網の誘致
活動として、「北部地域高速通信網誘致推進協議会」
（宮田隆会長）が設立され、その発会式が２月１日に須
加公民館で行われました。
　今後、各地区での説明会などを行いながら、高速通信
網の早期誘致に向けた活動が展開されます。

▶問い合わせ　同協議会事務局国島宅☎557―1156



■2009.3.1  ■行田市役所／TEL556-1111

11

　

市
で
は
、
資
源
の
有
効
利
用
と
ご
み
の
少
量

化
を
図
る
た
め
、
不
用
に
な
っ
た
家
具
や
家
電

製
品
な
ど
、
ま
だ
使
え
る
も
の
の
仲
介
を
行
う

不
用
品
登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
品

物
無
料
）

　

登
録
期
間
は
３
カ
月
で
す
。
現
在
登
録
さ
れ

て
い
る
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
さ
し
あ
げ
ま
す

▽
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド　

▽
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー

ト
靴　

▽
パ
ン
ダ
ス
キ
ー　

▽
学
習
机　

▽
プ

リ
ン
タ　

▽
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
（
幼
児
用
）
▽
ラ

ミ
ネ
ー
タ
ー　

▽
冷
蔵
庫　

▽
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト

（
女
性
用
）
▽
車
い
す　

▽
机
（
事
務
用
）
▽

い
す
（
事
務
用
）
▽
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
オ　

▽
Ｃ
Ｄ
・

Ｍ
Ｄ
ラ
ジ
オ

◎
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▽
家
庭
用
小
型
耕
運
機　

▽
精
米
機　

▽
Ｃ
Ｄ

ラ
ジ
カ
セ　

▽
卓
上
ミ
シ
ン　

▽
シ
ル
バ
ー
カ

ー　

▽
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト　

▽
自
転
車
（
大

人
用
、
24
イ
ン
チ
）
▽
Ｃ
Ｄ
コ
ン
ポ　

▽
ジ
ュ

ニ
ア
シ
ー
ト　

▽
エ
レ
ク
ト
ー
ン　

▽
自
転
車

用
補
助
い
す（
後
）
▽
ベ
ビ
ー
カ
ー（
双
子
用
）

▽
も
ち
つ
き
機　

▽
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー　

▽

ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト
（
男
性
用
）
▽
電
子
キ
ー
ボ
ー

ド
（
楽
器
）
▽
フ
ァ
ッ
ク
ス
付
電
話　

▽
ベ
ッ

ド
（
二
段
ま
た
は
三
段
）
▽
ラ
ベ
ル
ラ
イ
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
課
環
境
業
務
担
当

　

☎
５
５
６―

９
５
３
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
５
５
３―

　

０
７
９
２ 不

用
品
情
報

ご存じですか　
市民活動災害補償保険

　市では市民活動団体やボランティア団体の活動を支
援するため、行田市市民活動災害補償保険への加入を
行っています。この保険は活動中に起きた事故（市主
催の行事を除く）で団体のメンバーなどが傷害や賠償
責任を負った場合の負担を補償する制度です。保険料
は全額市が負担します。
　次の要件を満たす団体であれば無料で加入できます。

▶加入要件
　市内に活動の拠点を置き、地域社会活動、社会奉仕

活動などの公益性のある活動（政治、宗教および営
利を目的とするものを除く）を継続的・計画的に
行っている団体。

 〈加入している団体の例〉
　自治会、公民館活動団体、ボランティア団体、地域

のスポーツ団体、青少年活動団体など（成人野球、
山岳登はん、自転車・自動車の競技などは対象外）

▶対象となる事故の例
・文化祭の準備中、机を運んでいる際に誤って机を自

分の足に落として打撲した。
・バレーボールの試合中、レシーブをしようとした際

に足をひねって転倒。足首を捻
ね ん ざ

挫した。
▶補償の概要

防犯は 鍵かけ 声かけ 心がけ
～犯罪を起こさせにくい環境づくりを～
　市内では、昨年末から宵の時間帯に留守宅をねらい
ガラスを割って侵入する「空き巣」、深夜就寝中に未
施錠のドアや窓から侵入する「忍び込み」による泥棒
被害が連続発生しています。日ごろから防犯を心がけ、
被害にあわないように注意しましょう。

市内での発生状況 （平成20年12月〜平成21年１月末）

補償内容 保　　険　　金　　額

賠償責任事故
（補てん限度額）

　【対人】1 人につき 1 億円、1 事故につき 5 億円
　【対物】1 事故につき 500 万円　
　※対人・対物ともに免責 1 万円以下

傷害事故
　通院日額 2,000 円　入院日額 3,000 円
　※事故日から 7 日までに治癒した場合には、
　　保険給付は行われません

▶加入方法
　加入を希望する団体は、「行田市市民活動災害補償
　保険加入申請書」を生活課に提出してください。

（申請書は同課に用意してあります）
▶問い合わせ　生活課市民生活担当（内線251）

侵　入　盗

空き巣 忍び込み その他

２５件 １３件 ６件

※数字は概数、行田警察署調べ

  ねらわれないための防犯対策

○鍵かけの励行
　住宅侵入盗の約20%は未施錠個所から侵入してい

ます。常に鍵をかける習慣をつけ、就寝前には必ず
施錠確認をしましょう。

○防犯グッズを活用
　ドアや窓には補助の鍵を付けツーロックにし、さら

に警報機付のセンサーや防犯ライトで犯人を威嚇。
また、建物の周りに砂利を敷くのも効果的です。

○家の周りは見通しを良くし、足場となるものを置かない
　塀や生け垣などで死角をつくると犯人にとって絶好

の犯行現場となってしまいます。また、エアコンの
室外機やビールケース、物置などは足場となること
がありますので注意しましょう。

○見知らぬ人を見たら声をかける
　泥棒の約60%は｢声をかけられた｣ことで犯行を断

念します。普段から見知らぬ人を見たら一声かける
など地域ぐるみの取り組みが大切です。

○地域ぐるみで防犯に取り組む
　防犯パトロールや防犯教室を開催するなどして、住

民の防犯意識を高め、犯人に犯罪の機会を与えない
ようにしましょう。

▶問い合わせ　防災安全課防犯対策担当（内線283）
　または行田市防犯協会 ☎553－3531
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自衛官募集
　防衛省では、自衛官を次のとおり募集します。

幹部候補生
▶受付期間　4月1日(水)～5月12日(火)
▶試 験 日　5月16日(土)・17日(日)　
　　　　　　※17日は筆記式操縦適性検査（パイロッ

ト希望者のみ）
▶応募資格　日本国籍を有する方で、22歳以上26歳未

満の方(22歳未満の方は、大卒見込みを含
む)または大学院で学位を受けた方（取得見
込みを含む）は28歳未満の方

予備自衛官補
▶応募資格 【一般】18歳以上34歳未満の方
　　　　 　【技能】18歳以上で保有する技能に応じ
　　　　　　53～55歳未満の方
▶受付期間　4月13日(月)まで
▶試 験 日 【一般】4月18日(土)　
　　　　　 【技能】4月18日(土)・19日(日)

幹部候補生・予備自衛官補説明会
▶日　　時　3月7日(土)
　　　　　　午前9時～正午および午後1時～3時
▶場　　所　熊谷地域事務所加須募集案内所

▶志願書類の請求・問い合わせ
〒360－0037熊谷市筑波3－90－1国際ビル2階
埼玉地方協力本部熊谷地域事務所 ☎048－522－
4855

　平成21年度から、労働保険（労災保険・雇用
保険）年度更新の手続きは、６月１日から７月
10日までの間に行っていただくことになりま
す。また、年度更新申告書は５月末に各事業所へ
送付する予定です。
　なお、労働保険料などの算定方法は変わりませ
ん。確定保険料額の算定に際しては、４月１日か
ら翌年３月31日までに支払う賃金総額に保険料
率を乗じて得た額となります。

▶問い合わせ　埼玉労働局労働保険徴収課☎048
－600－6203 または 行田労働基準監督署☎
556－4195

事業主の皆さんへ

労働保険年度更新の申告や
納付時期が変わります

▶日　　時　３月25日（水）午前10時～正午、
午後１時～４時　

▶場　　所　行田商工会議所　
▶内　　容　商売に関する事業資金の相談　
▶持 ち 物　申告書・決算書（２年分）　
▶申し込み・問い合わせ　３月23日（月）まで

に電話で同会議所☎556－4111

緊急融資特別相談会

公庫融資制度
　1月27日付、国の追加経済対策に基づき、売り上げまたは利益が減少している中小企業の方に対する、セーフ
ティネット貸付などの拡充がなされました。

セーフティネット貸付
経営環境変化対応資金 金融環境変化対応資金

融 資 対 象

○社会的、経済的環境の変化により、売り上げや利益が減
　少するなど、業況が悪化している方
※新たに設置される「『生活対策』中小企業金融緊急特別
　相談窓口」に相談いただくことでも利用可能

○金融機関との取引状況の変化などにより、資金繰りに困
　難を来している方
○国際的な金融不安や経済環境の変化を背景に、取引金融
　機関から借入残高の減少などの取り扱いを受けている方

資 金 使 途 　運転資金、設備資金（注1） 　運転資金、設備資金（注1）

貸 付 限 度 額 　4,800万円（注2） 　別枠 4,000万円

返 済 期 間
(据置期間)

　運転資金：  8年以内（3年以内）
　設備資金：15年以内（3年以内）

　運転資金：  8 年以内（3 年以内）
　設備資金：15 年以内（3 年以内）　

利 　 　 　 率 　基準利率：2.3%（平成 21 年 2 月 6 日現在）
　（ただし、最近の売り上げや利益率などが減少するなど業績が特に悪化している方の運転資金は基準利率より 0.3％低くなります）

（注1）生活衛生セーフティネット貸付は、運転資金のみの取り扱いとなります。
（注2）生活衛生セーフティネット貸付においては5,700万円以内です。

借換需要への対応
資金繰りの円滑化のため、新規融資に際し、既存公庫融資分と合わせて一本化する借換需要へ対応します。

▶問い合わせ　日本政策金融公庫熊谷支店国民生活事業融資相談係 ☎521－2731
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相　　談 場　　所 日　　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 市役所   3月24日㈫　※次回4月28日㈫の予約は   
  4月1日㈬から　   午前9時〜午後3時

生活課

（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室   3月16日㈪、4月6日㈪　   午後1時30分〜3時30分

結婚 男女共同参画推進センター   3月15日㈰、4月3日㈮　   午前9時30分〜11時30分
（受け付けは午前9時30分〜11時）

消費生活
多重債務 市役所

  3月16日㈪・19日㈭・23日㈪・26日㈭   
 ・30日㈪　※4月1日からは未定ですので、
  問い合わせください

  午前9時30分〜正午、
  午後1時〜3時30分

夫婦関係・DVなど
（予約制） 男女共同参画推進センター   3月27日㈮、4月2日㈭・9日㈭　

  ※4月からは毎週木曜日が相談日となります   午後1時〜4時 男女共同参画推進センター
「VIVAぎょうだ」☎556-9301

内職 市役所   3月17日㈫・24日㈫・27日㈮・31日㈫ 
  4月3日㈮・7日㈫・10日㈮・14日㈫   午前10時〜午後4時 商工観光課

（内線383）

人権 忍・行田公民館   3月11日㈬、4月8日㈬　   午後1時30分〜3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（教育文化センター「みらい」内）   3月17日㈫   午後1時30分〜3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554ー1411

水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷）   3月22日㈰、4月5日㈰   午前8時30分〜正午
水道課

☎553ー0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷）   3月17日㈫・24日㈫・31日㈫　
  4月7日㈫・14日㈫　   午後5時15分〜7時

談相種各 （3月15日〜4月15日）

くらしの 番情報110

【相談内容】
　知人から「約15,000円分の健康食品を毎月購入し続
けると、3カ月後からひと月約4,000円の配当が年金の
ように受け取れる。長く続けるほど配当は高額になり、
2年後にはひと月約25万円になる」と勧められ、2口契
約した。さらに「人を紹介すればボーナスをもらえる」
とも言われた。それから9カ月経つが、初回分の配当し
か振り込まれない。

【ひとこと助言】
○高齢者の健康や生活の先行き不安に付け込み、商品を

買い続けるほど配当が増えていくという手口です。
「年金のように、毎月配当を受け取れる。また、人を
紹介すればボーナスがもらえる」という、うたい文句
で持ちかけます。

○安易にもうかる話はありません。親しい人からの誘い
であっても、その場で契約することは避け、家族など
に相談しましょう。

○心配なときは、下記までご相談ください。
（（独）国民生活センターメールマガジンより）

 ▶相談・問い合わせ　
　 埼玉県消費生活支援センター春日部 
　 ☎048－734－0999
　 または生活課（内線252）

「年金のように毎月配当が受け取れる」
という勧誘にご注意を

▶試験区分・受験資格

平成21年度 第1回埼玉県警察官採用試験

試験区分 受験資格
   （　）内の年齢は平成 20 年 4 月 1 日現在

Ⅰ類
男性 昭和54年4月2日以降(29歳まで)に生まれ

た方で、大学を卒業(見込み)の方女性

Ⅱ類
男性 昭和54年4月2日から平成2年4月1日生ま

れ(19～29歳)で、短大・専修学校を卒業
(見込み)の方または大学に2年以上在学し、
62単位以上取得(見込み)の方女性

Ⅲ類
男性 昭和54年4月2日から平成3年4月1日生ま

れ(18～29歳)で、Ⅰ類・Ⅱ類に該当しない
方(高校3年生は受験できません)女性

国際捜査
Ⅰ類

中国語
Ⅰ類の受験資格があり、語学力(受験言語)堪
能な方

ベトナム語
スペイン語

ポルトガル語

武道・体育
指導Ⅰ類

柔道 Ⅰ類の受験資格があり、卓越した柔道また
は剣道の技術を有する、いずれも段位が4段
以上(大学卒業見込みの方に限り3段を含む)
の方剣道

▶採用人数　未定
▶申し込み
【持参・郵送】4月1日(水)～15日(水) ※期間内消印有効
【インターネット】4月1日(水)～14日(火)午後5時　
▶第1次試験日　5月10日(日)

埼玉県警察就職説明会
▶日　　時　3月10日（火）午後5時50分～8時30分　
　　　　　　3月14日（土）午前9時50分～午後0時30分、 
　　　　　　　　　　　　　 午後2時～5時
▶場　　所　埼玉県警察学校
※事前申し込みが必要です。筆記具を持参してください。

このほか、3月下旬に体験型就職説明会を開催します。
詳しい日程は決定次第、県警察ホームページに掲載します。

▶説明会予約・問い合わせ　埼玉県警察採用センター☎0120
－373514または行田警察署☎553－0110
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事　業　名 対　　象 受付日時 内容・注意事項

　乳幼児健診 　４カ月児・１歳６カ月児・
　 2 歳 7 カ月児・3 歳６カ月児

　転入されたお子さんで前住所地で受診していない方は保健センターに
　ご連絡ください。　　

　BCG 予防接種

　平成 20 年 12 月 1 日〜 15 日
　生まれの子      3 月 18 日 ㈬

午後1時30分〜
2時20分

対象児以外でまだ受けていない
お子さん（６カ月未満）は、こ
の機会に受けてください。　平成 20 年 12 月 16 日〜 31 日

　生まれの子 　  4 月   6 日 ㈪

　ポリオ（前期）

 　初回：平成 20 年 7 月 1 日〜
　　　　　12 月 31 日生まれの子 

 　追加：平成 20 年 1 月 1 日〜
　　　　　6 月 30 日生まれの子 

4月7日㈫・9日㈭・13 
日㈪・14日㈫・21日㈫
・28日㈫
7月1日㈬・6日㈪・7日
㈫・21日㈫・29日㈬

対象年齢以前に生まれた 7 歳 6
カ月未満の未接種者は、この機
会に受けてください。

　乳幼児相談 　小学校入学前の子
     3 月 27 日 ㈮ 午後1時30分〜4時

申し込みが必要です。
　  4 月   2 日 ㈭ 午前9時30分〜11時30分

　離乳食教室（初期） 　平成 20 年 10 月 15 日〜
　　　　　11 月 14 日生まれの子 　  4 月   2 日 ㈭ 午前10時15分〜

10時30分

保健センター　Tel.553ー0053 ／ Fax.555ー2551
保 健 案 内

事　業　名 対　　象 日　　時 内容・注意事項

　健康相談 健康に関する相談をしたい方

4 月 13 日 ㈪　午前 10 時〜 11 時

保健師・栄養士による相談

　糖尿病健康相談 糖尿病について心配のある方

申し込みが必要です。
　禁煙相談 たばこをやめたい方

　こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、
夜眠れない、不安や心配事がある、
人間関係に悩みがあるという方

　3 月 23 日 ㈪
　申し込みの際にお知らせします。

母と子の健康 ※場所は保健センター

おとなの健康 ※場所は保健センター

犬の登録・集合狂犬病予防注射休日急患診療

 ・診療科目……内科、小児科、外科
 ・診療時間……午前10時～午後5時
＊医療機関が変更されることがありますので、
　事前に問い合わせください。
 ・行田中央総合病院　  ☎553－2000
 ・壮幸会行田総合病院  ☎552－1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関
　を知りたいとき
 ・行田市消防署　☎556－3005
 ・埼玉県救急医療情報センター 
　☎048－824－4199

期　　日 医療機関名

3月20日（金） 行田中央総合病院

3月22日（日） 壮幸会行田総合病院

3月29日（日） 行田中央総合病院

4月 5 日（日） 壮幸会行田総合病院

4月12日（日） 壮幸会行田総合病院

　生後91日以上の犬については、狂犬病予防注射を毎年受けさせること
が法律により義務付けられています。
　登録済みの場合は、案内はがきを郵送しますので、必ずお持ちください。

※乳幼児健診、BCG・ポリオの該当者には通知します。

受付時間　午前9時30分～11時（雨天実施）
費　　用 【注射のみ(登録済み)】3,300円
	 （注射料2,750円・済証交付手数料550円）
　　　　 【登録と注射】6,300円
お 願 い　○飼い犬になれた方が連れてきてください。
　　　　   ○飼い犬が死亡している場合は、死亡届を提出してください。

期　　日 場　　所 期　　日 場　　所

4月 6 日（月） 保健センター 4月15日（水） 太井公民館

4月 7 日（火） 荒木公民館 4月16日（木） 下忍公民館

4月 8 日（水） 持田公民館 4月17日（金） 星河公民館

4月 9 日（木） 須加公民館 4月21日（火） 埼玉公民館

4月10日（金）
北河原公民館

4月22日（水） 星宮公民館
地域文化センター

4月13日（月） 南河原支所 4月23日（木） 忍・行田公民館

4月14日（火） 太田公民館 4月24日（金） 保健センター
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※変更となる場合があります。
　なお、４月以降の巡回日程に
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敬語の魅力を講演

　２月16日、荒木小学校５年生が、利根川にサケ
の稚魚を放流しました。
　今回放流した稚魚は、昨年11月に（独）水資源
機構と市が開催した「サケ遡上採卵観察会」で採卵
した卵を、同小学校の全児童が各家庭でふ化させ育
てたものです。学校を代表して放流に参加した児童
らは、「自分で育てたサケはペットのようにかわいく
て、川に戻すのは少し寂しい」と言いながらも、元
気に川を泳ぐ姿に歓声をあげていました。

寂しいけれど元気に泳ぐ姿に歓声

　２月６日、星宮小学校内の約１００㎡の畑で麦ふみ体
験が行われました。
　学校応援団の農家の方から麦ふみを行う意味と正し
い踏み方を教わった３年生25人の児童ら。腰の後ろで
手を組んで麦の前に並び、「茎や根が強くなって、たく
さんの麦が実るように」と願い、一歩一歩丁寧に踏みし
めていました。

麦の豊作を祈って

　１月21日、窓口などでの行政対象暴力に対応するため、
「行政窓口等にかかわる暴力団等に対する対応要領の研修
会」が行田警察署の協力で、市職員を対象に行われました。
　警察署職員による講演・ビデオ上映に続いて行われた
実演訓練では、窓口での不当要求の場面を想定。時折声
を荒げ臨場感たっぷりに暴力団員などを演じる警察署職
員に、市職員も真剣に対応していました。

行政対象暴力への対応研修を実施

　２月１５日、産業文化会館で第２２回行田市生涯学習推進
市民大会が開催されました。
　行田市民吹奏楽団の演奏で幕を開けたこの催しでは、ア
ナウンサーやカウンセラーとして活躍されている梶原しげる
さんを講師にお迎えし、「すべらない敬語」と題した記念講
演が行われました。
　梶原さんは、コミュニケーションを図るうえでの敬語の役
割や人をほめることの大切さを力説。他人への思いやり、重
要性を考えさせられる内容に来場者らは、これからの生活に
役立てようと熱心に耳を傾けました。
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バリアフリーな観光地づくりに向け提案

　１月29日、保健センターでウォーキング講座修了
者の会が行われました。
　この日は、駒崎優さん（ヘルスケアトレーナー）に
よるウォーキング指導が行われ、昨年実施したウォー
キング講座の修了者ら17人が参加。リラックスした
雰囲気の中、講師の的確なアドバイスに耳を傾け、よ
り健康的に歩くための方法を身につけようと、参加者
は心地よい汗をかいていました。

　１月24日、市指定有形文化財の木造薬師如来坐像
が安置されている駒形にある遍照院を会場に、第55
回文化財防火デー消防訓練が行われました。
　住民の「火事だ」と叫ぶ声で始まった訓練では、近
隣住民による文化財の保護と初期消火、消防署や消防
団が消火訓練を実施。その後、参加者はてんぷら鍋火
災に対応する消火訓練も行い、地域が一体となって火
災を起こさないという意識の高揚を図りました。

文化財と地域の安全を守る消防訓練

　行田市、白河市、桑名市の３市が友好都市を締結し
て昨年11月に10周年を迎えました。これを記念し、
両市の名物にちなんだ学校給食が市内全小・中学校で
出されました。
　全国学校給食週間に合わせて実施されたこの記念給
食では、桑名市で作ったハマグリのしぐれ煮や白河市
名物の白河ラーメン汁が提供されました。また、管理
栄養士による友好都市の紹介、給食の歴史、行田産の
野菜などについて、各学校で説明が行われ、「友好都市
に行ってみたい」と感想を話す生徒もいました。

給食で味わう友好都市の特産料理

ウォーキングで健康に

　昨年10月にバリアフリーウオッチングを行った行田
市障害者小規模施設連絡会（矢吹博会長）の代表者らが、
２月９日、観光地のバリアフリー化や危険個所の改善
点などを提案書にまとめ工藤市長に手渡しました。
　提案書には、郷土博物館スロープ下の通路の転落防
止対策や古代蓮の里の段差解消、水飲み場の改善など、
障害者にも利用しやすい観光地づくりの意見が盛り込
まれています。提案書を受け取った工藤市長は、利用
者の視点に立ち、できる限り改善していきたいと話し
ました。



　

し
ゃ
も
じ
形
の

運
動
（
体
操
）
補

助
具
を
使
っ
て
体

を
ほ
ぐ
す
と
い
う

パ
ド
ル
体
操
。
15

年
ほ
ど
前
に
考
案

さ
れ
、
ユ
ニ
ー
ク

な
形
を
し
た
パ
ド

ル
を
使
い
ダ
ン
ス

の
よ
う
な
動
き
を

す
る
こ
と
で
興
味

を
持
つ
人
も
多
く
、

近
年
幅
広
い
年
代

で
愛
好
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
発
足
し
た
パ
ド
ル
ス
タ
ー
は
、

23
人
で
月
３
回
火
曜
日
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

３
時
ま
で
星
河
公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
パ
ド
ル
を
投
げ
て
つ

か
ん
だ
り
、
持
ち
替
え
た
り
し
な
が
ら
き
び
き

び
と
体
を
動
か
し
ま
す
。
日
常
生
活

で
は
な
か
な
か
使
う
こ
と
の
な
い
筋

肉
も
パ
ド
ル
を
使
っ
て
動
か
す
こ
と

が
で
き
た
り
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養

う
こ
と
が
で
き
た
り
と
、
動
作
の
一

つ
一
つ
が
体
に
良
い
効
果
を
与
え
る

そ
う
で
す
。
体
操
の
最
後
に
は
、
パ

ド
ル
で
体
を
優
し
く
た
た
き
、
疲
労

し
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
公
民
館
の
文
化
祭
で
そ
の

日
の
た
め
に
衣
装
を
そ
ろ
え
て
練
習

を
重
ね
て
き
た
体
操
を
披
露
す
る
と
、

予
想
以
上
に
盛
り
上
が
り
、
ア
ン

コ
ー
ル
の
声
が
沸
き
起
こ
っ
た
そ
う

18

で
す
。
人
前
で
踊
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
感
じ
た

皆
さ
ん
は
、
今
後
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
体
操
で

人
を
楽
し
ま
せ
た
い
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
「
意
識
し
て
背
筋
を
伸
ば
す
よ
う
に
な
り
、

姿
勢
が
良
く
な
っ
た
」「
肩
こ
り
や
腰
痛
が
治

ま
っ
た
」「
運
動
す
る
の
が
苦
に
な
ら
な
く

な
っ
た
」
な
ど
、
皆
さ
ん
は
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

な
が
ら
パ
ド
ル
体
操
で
得
ら
れ
た
効
果
を
話
し

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
メ
タ
ボ
対
策
に
も
な
る
パ
ド
ル
体

操
を
女
性
だ
け
で
な
く
男
性
に
も
体
験
し
て
ほ

し
い
と
話
す
講
師
の
田
島
正
子
さ
ん
。
楽
し
く

体
を
動
か
し
て
み
た
い
と
い
う
方
、
笑
い
の
絶

え
な
い
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
健
康
づ
く
り
に
励

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ　

松
田
喜
美
子
☎
５
５
３―

６
２
８
５

　このコーナーに登場していただける
方・団体・作品を募集しています。また、
俳句コーナーへの掲載募集は毎月５日ま
でに広報広聴課へご応募ください。なお、
応募いただいた作品は必ず掲載できるわ
けではありませんのでご了承ください。
　行田市本丸２―５・行田市役所広報広
聴課広報広聴担当まで（内線３１８）

広
場〜楽しく体を動かし健康増進〜

パドルスター

行
田　
　

松
村　

照
子

新
年
の
顔
し
て
来
た
る
若
夫
婦

緑
町　
　

鈴
木
喜
久
女

ゆ
る
ぎ
な
い
空
の
青
さ
や
冬
深
し

谷
郷　
　

高
橋　

保
子

初
氷
数
歩
の
距
離
の
踏
み
応ご
た

え

谷
郷　
　

増
山　

忠
男

福
寿
草
二
つ
寄
り
添
い
何
語
る

白
川
戸　

 

鈴
木　

都く
に

子

浮
き
城
の
松
に
威
の
あ
り
淑
し
ゅ
く

気き

満
つ

向
町　
　

斉
藤　

敏
行

初
観
音
護ご

ま摩
木ぎ

の
文ふ

み

に
願
ひ
込
め

持
田　
　

長
田　

義
子

冬
深
し
時と

き季
待
つ
古
墳
風
の
中

清
水
町　

 

菅
谷
実
津
湖

二
股
の
大
根
焚た

き
て
二
人
膳

壱
里
山
町  

大
竹　

祐
子

初
暦
眼
鏡
の
先
の
虫
め
が
ね

中
里　
　

鯨　

美
智
子

う
ま
れ
た
り
小
さ
な
春
が
梅
つ
ぼ
み

荒
木　
　

藤
田　

栄
之

水
飲
み
て
闇
に
消
え
け
り
恋
の
猫

私
の
作
品

俳
句
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３
月
は
桃
の
節
句
、
５
月
は
端
午
の
節
句
と
、

古
く
か
ら
日
本
で
は
人
形
を
作
り
、
飾
り
、
見

て
楽
し
む
風
習
が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
伝
統

文
化
と
人
形
は
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
こ

の
日
本
独
特
の
人
形
の
ひ
と
つ
に
、
木
製
の
胴

体
に
溝
を
彫
っ
て
の
り
を
入
れ
、
布
地
の
端
を

埋
め
込
ん
で
作
る
木
目
込
み
人
形
が
あ
り
ま
す
。

立
体
的
な
衣
装
を
ま
と
い
、
か
わ
い
ら
し
さ
あ

ふ
れ
る
人
形
の
制
作
を
楽
し
ん
で
い
る
の
が
須

加
美
津
子
さ
ん
で
す
。

　

須
加
さ
ん
が
木
目
込
み
人
形
を
作
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
須
加
公
民
館
で
行
わ
れ
た
講
座

に
参
加
し
て
か
ら
で
す
。「
も
と
も
と
手
先
を

使
っ
て
物
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
で
し

た
。
新
た
に
須
加
公
民
館
が
で
き
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
手
芸
や
料
理
な
ど
の
講
座
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
５
年
続
け
て
行
わ
れ
た
木

目
込
み
人
形
の
講
座
に
毎
年
参
加
し
ま
し
た
」

と
話
す
須
加
さ
ん
は
、
木
目
込
み
人
形
制
作
の

虜と
り
こに
。
講
座
が
修
了
し
た
後
も
自
宅
で
木
目
込

み
人
形
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

木
目
込
み
人
形
を
作
り
始
め
て
か
ら
現
在
ま

で
、
毎
年
い
く
つ
も
の
人
形
を
作
っ
て
き
た
須

加
さ
ん
。
平
成
16
年
か
ら
公
民
館
で
再
度
開
か

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
木
目
込
み
人
形
の
講
座
に

参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
講
座
で
は
決

ま
っ
て
次
の
年
の
干え

と支
人
形
を
作
り
ま
す
。

酉と
り

の
人
形
か
ら
作
り
始
め
、
昨
年
は
丑う
し

の

人
形
を
作
り
ま
し
た
。
近
所
の
方
に
見
せ

た
ら
好
評
で
、
ぜ
ひ
作
っ
て
ほ
し
い
と
リ

ク
エ
ス
ト
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
が
や
り
た

い
と
思
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で

す
が
、
そ
の
成
果
を
人
に
見
て
も
ら
い
喜

ん
で
も
ら
え
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
い

も
の
で
す
」
と
話
す
よ
う
に
、
力
を
使
い

疲
れ
て
し
ま
う
制
作
作
業
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
１
回
の
講
座
で
３
つ
も
４
つ
も
作
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。

　

来
年
の
干
支
で
あ
る
寅と
ら

を
は
じ
め
、
ま
だ

作
っ
て
い
な
い
干
支
の
人
形
は
残
り
７
体
。
須

加
さ
ん
は
、
ど
の
よ
う
な
布
地
を
使
い
自
分
だ

け
の
人
形
を
作
ろ
う
か
と
今
か
ら
思
い
描
き
胸

を
躍
ら
せ
て
い
ま
す
。

胸
躍
ら
せ
木
目
込
み
人
形
を
制
作

須
加　

美
津
子 

さ
ん
（
須
加
・
85
歳
）

城
南　
　

関
口　
　

操

鴨か
も

の
群
れ
日
増
し
に
数
を
増
し
に
け
り

下
忍　
　

阿
部　

義
之

初
雀
数
え
て
夫め
お
と婦
老
い
に
け
り

（
木
島　

斗
川　

監
修
）

はじめまして
平成20年5月生まれのお子さんを募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線 318）

締め切りは3月31日㈫
抽選会は4月2日㈭の午後1時30分市役所203会議室

赤
池　

美み

ゆ結
ち
ゃ
ん（
持
田
）

父
・
正
明
さ
ん　

母
・
真
由
美
さ
ん

平
成
20
年
３
月
27
日
生
ま
れ

「
み
ゆ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
☆
」

寺
田　

葵あ
お
いち

ゃ
ん（
中
里
）

父
・
昌
義
さ
ん　

母
・
明
美
さ
ん

平
成
20
年
３
月
16
日
生
ま
れ

「
う
ま
い
う
ま
す
ぎ
る
葵
饅
頭
」

大
竹　

春は
る
か花

ち
ゃ
ん（
城
西
）

父
・
真
人
さ
ん　

母
・
亜
木
さ
ん

平
成
20
年
３
月
４
日
生
ま
れ

「
す
て
き
な
花
を
さ
か
せ
て
ね
♪
」

小
川　

胡く
る
み桃

ち
ゃ
ん（
城
西
）

父
・
大
輔
さ
ん　

母
・
奈
央
子
さ
ん

平
成
20
年
３
月
22
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡
」

藤
野　

夢ゆ
め
か叶

ち
ゃ
ん（
須
加
）

父
・
信
晴
さ
ん　

母
・
史
子
さ
ん

平
成
20
年
３
月
６
日
生
ま
れ

「
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
♡
」

「はじめまして」にパソコンや携帯電話から応募ができます
詳しくは、市ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp/kouhou/hajimemashite/index.html（パソコンから）
または、http://www.city.gyoda.lg.jp/i/koho/hajimemashite.html（携帯電話から）をご覧ください。

『平潟港』（油絵）
野本　修司（埼玉）



▼
日
時　

４
月
４
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所　

水
城
公
園
市

民
広
場　

▼
募
集
数　

24
区
画
（
先

着
順
） 

▼
出
店
料　

１
区
画
（
２
ｍ

×
２
ｍ
）
１
千
円　

▼
応
募
方
法 

３
月
18
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
は
が
き
の
往
信
文
面
に
代
表
者

住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、

出
品
内
容
を
、
返
信
用
あ
て
先
に

は
応
募
者
の
住
所
、
氏
名
を
明
記

し
、
〒
３
６
１―

８
６
０
１
行
田

市
本
丸
２―

５ 

行
田
市
観
光
協
会

へ
。 

▼
そ
の
他　

１
グ
ル
ー
プ
ま

た
は
個
人
１
区
画
の
み
と
し
、
重
複

応
募
は
無
効
。
生
物
類
や
飲
食
物
の

出
品
、
営
利
目
的
の
参
加
は
不
可
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

行
田
市
観
光
協
会

（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
３
８
２
）

▼
日
時　

４
月
４
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
３
時　

▼
場
所　

水
城
公
園
市

民
広
場　

▼
募
集
数　

９
店
（
先
着

順
） 

▼
出
店
料　

１
店
（
間
口
４
ｍ

×
奥
行
３
ｍ
）
２
千
円　

▼
応
募
方

法　

３
月
18
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
の
往
信
文
面
に
代
表
者

住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、

販
売
品
を
、
返
信
用
あ
て
先
に
は
応

募
者
の
住
所
、
氏
名
を
明
記
し
、
〒

３
６
１―
８
６
０
１
行
田
市
本
丸
２

―

５ 

行
田
市
観
光
協
会
へ
。 

▼
そ

の
他　

１
店
舗
１
区
画
と
し
、
重
複

応
募
は
無
効
。
販
売
物
は
飲
食
物
の

み
と
し
、
営
業
許
可
を
受
け
て
い
る

こ
と
（
た
だ
し
ア
ル
コ
ー
ル
類
の
販

売
は
禁
止
）。
器
具
・
機
材
な
ど
は

出
店
者
が
用
意
す
る
こ
と
。
出
店
場

所
は
当
日
の
朝
抽
選
で
決
定
。 

▼

問
い
合
わ
せ　

行
田
市
観
光
協
会

（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
３
８
２
）

▼
日
時　

４
月
11
日
㈯
午
前
９
時
～

10
時　

▼
場
所　

馬
見
塚
橋
周
辺 

▼
内
容　

渇
水
期
の
キ
タ
ミ
ソ
ウ
自

生
状
況
の
観
察
と
周
辺
の
清
掃
活
動 

▼
問
い
合
わ
せ　

星
川
の
自
然
と

キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会
事
務
局
☎

５
５
７―

０
０
６
１

　

市
内
中
心
商
店
街
（
国
道
１
２
５

号
沿
い
）
に
遊
ぶ
「
童
銅
人
形
」
の

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
里
親
の

仕
事
は
、
里
親
と
な
っ
た
お
人
形
の

お
め
か
し
や
プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
の

手
入
れ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
手
伝
い

で
す
。

▼
期
間　

４
月
か
ら
１
年
間
※
そ
の

ま
ま
翌
年
度
へ
継
続
可　

▼
年
会
費 

１
千
円　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ　

童
里
親
の
会
事
務
局
高
橋
☎

５
５
６―

２
７
６
８

▼
日
時　

３
月
22
日
㈰
【
受
付
】
午

前
９
時
30
分
～
10
時
【
抽
選
開
始
】

午
前
10
時　

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
２
階
研
修
室　

▼
対
象
・
定

員
・
活
動
日
時　
【
親
子
ク
ラ
ス
】

３
歳
児(

新
年
少
児)

と
親
30
組

（
水
曜
日
・
午
後
２
時
30
分
～
３
時

30
分
）【
幼
児
ク
ラ
ス
】
新
年
中
児

10
人
、
新
年
長
児
10
人
（
水
曜
日
・

午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分
）【
１

年
生
ク
ラ
ス
】
新
小
学
１
年
生
若
干

名
（
水
曜
日
・
午
後
４
時
30
分
～
５

時
30
分
）【
Ｋ
コ
ー
ス
】
新
小
学
１

年
生
～
新
３
年
生
15
人
（
土
曜
日
・

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分
【
Ｌ
コ

ー
ス
】
新
小
学
４
年
生
以
上
若
干
名

（
土
曜
日
・
午
後
３
時
30
分
～
４
時

30
分
） 

▼
費
用　

入
会
金
２
千
円
、

月
会
費
２
千
５
０
０
円　

▼
そ
の
他 

指
導
員
も
募
集
中
（
体
操
経
験
者
、

体
育
系
学
校
を
卒
業
し
た
方
） 

▼
問

い
合
わ
せ　

同
連
盟
事
務
局
若
林
☎

０
９
０―

３
０
９
１―

１
７
８
１

▼
日
時　

第
１
・
３
日
曜
日
午
前
９

時
～
11
時
※
第
１
回
は
４
月
12
日
㈰ 

▼
場
所　

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　

▼

内
容　

走
る
跳
ぶ
な
ど
の
陸
上
運
動

の
基
本　

▼
対
象　

小
学
生　

▼
定

員　

50
人　

▼
費
用　
【
入
会
金
】

１
千
円
【
会
費
】
月
額
５
０
０
円 

▼
主
催　

行
田
市
陸
上
競
技
協
会 

▼
申
し
込
み　

練
習
日
に
随
時
受
け

付
け　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
協
会
奥

泉
宅
☎
５
５
５―

０
８
１
４

20

広告

水
城
公
園
桜
ボ
ン
ボ
リ
ま
つ
り

  

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

＊広告掲載の問い合わせは、（有）三共社印刷所へ　☎５５６ー６２０１

 

陸
上
教
室

 

キ
タ
ミ
ソ
ウ
観
察
会
と

　
　

星
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

 

童
銅
人
形
の
里
親

 

水
城
公
園
桜
ボ
ン
ボ
リ
ま
つ
り

食
品
店
出
店
者

行
田
市
体
操
連
盟
会
員
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耳より
見どころ

耳より
見どころ情報
イベント

情報
イベント

情報
イベント

情報
イベント 3～5月3～5月

　市内で行われる主なイベントや草花などの見どころ情報を３カ月
ごとにまとめてご紹介します。

▼
日
時　

４
月
２
日
㈭
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

も
の
つ
く
り
大

学
体
育
館　

▼
出
演　

田
中
利
幸

（
バ
リ
ト
ン
）、
森
川
郁
子
（
ソ
プ
ラ

ノ
）、
田
中
淳
子
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）、

も
の
つ
く
り
大
学
軽
音
楽
部　

▼
入

場
無
料　

▼
主
催　

行
田
も
の
つ
く

り
・
音
友
会　

▼
協
賛　

も
の
つ
く

り
大
学　

▼
後
援　

行
田
市
、
行
田

21
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第
５
回
行
田
と
も
の
つ
く
り
大
学
を

結
ぶ
コ
ン
サ
ー
ト

市
教
育
委
員
会
、
行
田
商
工
会
議
所

ほ
か　

▼
問
い
合
わ
せ　

田
中
宅
☎

５
５
６―

０
５
０
３

▼
日
時　

４
月
２
日
㈭
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所　

総
合
福
祉
会

館
や
す
ら
ぎ
の
里　

▼
対
象　

市
内

在
住
の
乳
幼
児
を
持
つ
父
母　

▼
会

費　

１
０
０
円　

▼
内
容　

子
育
て

中
の
親
同
士
で
語
ら
う（
託
児
つ
き
） 

▼
定
員　

30
人　

▼
主
催　

行
田
市

民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会　

▼
後

援　

行
田
市
、
行
田
市
社
会
福
祉
協

議
会　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

３
月
２
日
㈪
か
ら
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
５
５
７―

５
４
０
０

▼
日
時　

４
月
20
日
㈪
午
後
１
時
～

４
時
30
分　

▼
場
所　

熊
谷
文
化

創
造
館
さ
く
ら
め
い
と
会
議
室
第

１
・
第
２　

▼
対
象　

平
成
22
年
３

月
に
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な

ど
を
卒
業
予
定
の
方
ま
た
は
１
～
３

年
以
内
の
既
卒
の
方　

▼
参
加
企
業 

30
社
を
予
定　

▼
そ
の
他　

履
歴
書

持
参
、
入
退
場
自
由
、
参
加
企
業

の
求
人
な
ど
の
情
報
誌
を
来
場
者

全
員
に
配
布　

▼
問
い
合
わ
せ　

埼

玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
☎
０
４
８―

６
４
７―

４
１
８
５

子
育
て
談
話
室　

た
ん
ぽ
ぽ

 

求
人
企
業
合
同
面
接
会

▶日　時　４月４日（土）午前 10
時～午後３時

　※雨天時・強風の場合は中止
（ただし茶会のみコミュニティ
センターみずしろで開催）

▶場　所　水城公園市民広場
▶問い合わせ　行田市観光協会
　（商工観光課内・内線 382）

梅（３月上旬）…古代蓮の里、水城公園
桜（４月上旬）…水城公園市民広場、さきたま古墳公園、見沼元圦公園、 

古代蓮の里、武蔵水路沿い、清水町元荒川沿い、満願
寺シダレザクラ、皿尾の桜並木（星宮小学校南側・農
業用水路沿い）、忍城址周辺

キタミソウ（４月上旬）…星川に架かる馬見塚橋東側
ツツジ（４～５月）…水城公園、ＪＲ行田駅ロータリー、古代蓮の里
藤（４～５月）…久伊豆神社
ボタン（５月）…古代蓮の里
ポピー（５月）…丸墓山古墳・二子山古墳近く

草花の見ごろ・見どころ

▶日　時　４月５日（日）午前８
時 15 分開会
▶場　所　古代蓮の里からさき

たま古墳公園を含む周回コース
▶その他　今年はゲストランナー

に弘山晴美さんを迎えます。
▶問い合わせ　スポーツ振興課
　☎ 556 － 8336

▶日　時　４月 17 日（金）午後２
時～９時 30 分
▶場　所　市役所前公園通り
▶問い合わせ　行田市観光協会
　（商工観光課内・内線 382）

▶日　時　５月４日（月）午前 10
時～午後８時
▶場　所　さきたま古墳公園
▶問い合わせ　埼玉公民館
　☎ 559 － 0047

▶期　間　５月16日（土）～31日（日）
▶場　所　郷土博物館
▶入館料　大人 200 円、高校大

学生 100 円、小中学生 50 円
▶問い合わせ　同館
　☎ 554 － 5911

★行田春まつり

★さきたま火祭り

★関ケ原合戦図屏風展

★第25回
　行田市鉄剣マラソン大会

★水城公園
　桜ボンボリまつり



…
レ
ジ
操
作
を
含
む
接
客
業
務 

▼
勤
務
日
数　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
週
２
日
～
３
日
程
度
の

勤
務
（
開
花
期
は
週
４
日
～
５

日
） 

▼
勤
務
時
間　

午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
（
蓮
の
開
花
期
お

よ
び
イ
ベ
ン
ト
時
は
早
朝
当
番

な
ど
あ
り
） 

▼
応
募
資
格　

18
歳

以
上
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の

勤
務
が
可
能
な
方
） 

▼
募
集
人
数 

各
１
人　

▼
時
給　

７
５
０
円
～

８
０
０
円
（
試
用
期
間
２
カ
月
）

※
午
前
７
時
～
９
時
の
勤
務
は
時

給
９
０
０
円　

▼
応
募
方
法　

３

月
22
日
㈰
午
後
４
時
ま
で
に
履
歴

書
（
写
真
貼
付
）
を
持
参
の
う
え

古
代
蓮
会
館

　

３
月
１
日
㈰
か
ら
31
日
㈫
ま
で

の
間
、
入
館
の
際
、
古
代
蓮
の
里

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
モ
バ
イ
ル
版
の

割
引
画
面
を
提
示
し
た
方
（
入
館

１
回
に
つ
き
３
人
ま
で
利
用
可
）

に
、
古
代
蓮
会
館
入
館
料
を
２
割

引
き
し
ま
す
。
な
お
、
換
金
な
ど

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
会
期　

３
月
29
日
㈰
ま
で　

▼

内
容　

古
代
蓮
の
里
友
の
会
会

22
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行田市の人口と世帯　　　　 人口８７,０２３人　　男４３,３９３人　　女４３,６３０人　　世帯数３２,３００世帯
（平成２１年２月１日現在）　  １月中の異動　出生６３人　転入等１９６人　死亡８８人　転出等２１５人

▼
職
種　

い
き
い
き
財
団
で
管
理

す
る
施
設
の
窓
口
受
付
事
務
な
ど  

▼
勤
務
時
間　

午
前
８
時
50
分
～

午
後
５
時
50
分
ま
た
は
午
後
５
時

50
分
～
９
時
50
分　

※
勤
務
割
表

に
基
づ
き
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務 

▼
募
集
人
員　

若
干
名　

▼
時
給 

７
５
０
円
～
８
０
０
円　

▼
申
し

込
み　

３
月
15
日
㈰
ま
で
に
履
歴

書
を
持
参
の
う
え
行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ
窓
口

▼
勤
務
内
容　

①
古
代
蓮
会
館
…

受
付
を
含
む
案
内
業
務　

②
売
店

行田市産業・文化・
スポーツいきいき財団

（財）

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館 グリーンアリーナ

申し込み・問い合わせ

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

▼
日
時　

３
月
21
日
㈯
午
後
１
時
～

５
時　

▼
場
所　

商
工
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル　

▼
内
容　
【
第
１
部
】
５

周
年
記
念
特
別
講
演　

講
師:

澤

口
京
子
さ
ん
（
札
幌
い
ち
ご
会
副

会
長
）、
三
宅
優
子
さ
ん
（
ア
ト
リ

エ
イ
ン
カ
ー
ブ
ス
タ
ジ
オ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
）【
第
２
部
】
対
談
①
澤
口

京
子
さ
ん
＆
木
村
浩
章
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｃ
Ｉ
Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
理
事
長　

②

三
宅
優
子
さ
ん
＆
木
村
浩
章
理
事

長　

※
手
話
通
訳
あ
り　

▼
費
用 

５
０
０
円
（
資
料
代
） 

▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ　

事
前
に
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ

Ｌ
ひ
こ
う
せ
ん
（
当
日
参
加
も
可
）

☎
５
５
５―

１
１
０
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

５
５
５―

１
３
０
１

▼
日
時　

３
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～
３
時　

▼
場
所　

佐
間
公
民
館

ホ
ー
ル　

▼
テ
ー
マ　

昭
和
史
を
語

る　

▼
講
師　

松
本
太
郎
さ
ん
（
行

田
市
出
身
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
博
物
館

長
） 

▼
入
場
無
料　

▼
問
い
合
わ
せ 

同
館
☎
５
５
３―

１
４
７
８

第
５
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
い
ま
、
障
が
い
者
こ
そ
開
拓
者
」

▼
日
時　

４
月
12
日
㈰
午
後
１
時
30

分
開
演　

▼
場
所　

忍
・
行
田
公
民

館　

▼
内
容　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
白

雪
姫
」
ほ
か　

▼
入
場
無
料　

▼
問

い
合
わ
せ　

同
合
唱
団
会
長
渡
辺
宅

☎
５
５
２―

０
１
９
８

　

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
校
内
訓
練
と
企
業
実
習(

有

期
パ
ー
ト
就
労)
を
組
み
合
わ
せ
た

コ
ー
ス
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
科
目　

機
械
科(
デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム)(

期
間
１
年) 
▼
対
象 

お
お
む
ね
35
歳
ま
で
の
求
職
者　

▼

受
付
期
間　

４
月
23
日
㈭
～
５
月

14
日
㈭　

▼
出
願
方
法　

所
定
の

願
書
を
同
校
へ
直
接
提
出
の
こ
と 

▼
選
考
日　

５
月
21
日
㈭　

▼
選
考

場
所　

同
校　

▼
選
考
方
法　

面
接

試
験　

▼
合
格
発
表　

５
月
28
日
㈭ 

▼
入
校
日　

８
月
21
日
㈮　

▼
そ
の

他　

施
設
見
学
は
随
時
受
け
付
け
ま

す
。 

▼
問
い
合
わ
せ　

同
校(

熊

谷
市
新
堀
新
田
５
２
２)

☎
５
３
２

―

６
５
５
９

 

佐
間
公
民
館

　
　
　

 

文
化
講
演
会

 

行
田
少
年
少
女
合
唱
団

　
　
　

第
34
回
定
期
演
奏
会

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

　
　

平
成
21
年
８
月
入
校
生

窓
口
受
付
事
務
等　

臨
時
職
員

古
代
蓮
の
里
ス
タ
ッ
フ

　
　
　

 

古
代
蓮
会
館

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
割
引

古
代
蓮
の
里
友
の
会
会
員
作
品
展

「
古
代
蓮
の
里
の
四
季
」
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午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
） 

▼
場
所　

産

業
文
化
会
館
地
下
創
作
室　

▼
内

容　

絵
画
ク
ラ
ブ
俊
和
会
会
員
の

絵
画
作
品
の
展
示　

▼
入
場
無
料

▼
期
日　

３
月
20
日
㈮
～
22
日
㈰ 

▼
内
容　
【
古
代
蓮
の
里
売
店
】

店
内
お
よ
び
屋
外
に
１
０
０
円
均

一
の
特
別
販
売
所
を
設
け
、
大
売

り
出
し
開
催　
【
古
代
蓮
会
館
】

入
館
者
を
対
象
に
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
無
料
サ
ー
ビ
ス　
【
古
代
蓮

う
ど
ん
店
】
食
事
を
さ
れ
た
方
に

「
ゆ
で
た
ま
ご
」
を
１
個
サ
ー
ビ

ス　

▼
そ
の
他　

各
施
設
と
も
営

業
時
間
は
通
常
ど
お
り

員
に
よ
る
写
真
を
は
じ
め
と
す
る

美
術
作
品
の
展
示
会　

▼
そ
の
他 

※
入
館
料
が
別
途
必
要

▼
日
時　

３
月
15
日
㈰
午
後
１
時

30
分
開
演　

▼
場
所　

産
業
文
化

会
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容　

長
唄
演

奏
・
日
本
舞
踊
（
雨
の
四
季
ほ
か
）

の
鑑
賞
お
よ
び
解
説
、
伝
統
文
化

こ
ど
も
教
室
生
徒
に
よ
る
発
表 

▼
出
演　

西
川
扇
由
女
、東
音
会
、

越
智
義
乃
、
伝
統
文
化
こ
ど
も
教

室
生
徒
ほ
か　

▼
入
場
無
料

▼
日
時　

３
月
31
日
㈫
ま
で
の
毎

週
火
曜
日　

午
後
２
時
15
分
～
３

時　

▼
場
所　

行
田
グ
リ
ー
ン

ア
リ
ー
ナ　

▼
持
ち
物　

ヨ
ガ

マ
ッ
ト
※
貸
出
用
マ
ッ
ト
有
り 

▼
そ
の
他　

利
用
料
金
４
０
０
円

が
必
要　

▼
申
し
込
み　

各
開
催

日
の
１
週
間
前
か
ら
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室

▼
日
時　

３
月
29
日
㈰
午
後
１
時

～
３
時
（
材
料
が
無
く
な
り
次
第

終
了
） 

▼
場
所　

古
代
蓮
会
館
休

広告
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介護保険料・・・・・・・・・９期　　納期限・・・・・３月３１日（火）

今月の納税

憩
所　

▼
内
容　

紙
粘
土
細
工
を

通
し
て
、
も
の
を
作
る
楽
し
み
を

味
わ
う
。
今
年
の
干え

と支
に
ち
な
ん

だ
「
ウ
シ
」
を
制
作
。 

▼
講
師 

吉
田
初
代
さ
ん
（
全
国
創
作
ね
ん

土
人
形
の
会
）、
佐
藤
孝
子
さ
ん 

▼
対
象　

古
代
蓮
会
館
入
館
者 

▼
参
加
費　

２
０
０
円
（
１
体
の

材
料
代
）
※
入
館
料
が
別
途
必
要 

▼
申
し
込
み　

当
日
館
内
で
受
け

付
け
ま
す
。（
一
人
２
体
ま
で
） 

▼
そ
の
他　

内
容
は
若
干
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
一
度
に
制

作
で
き
る
人
数
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
多
少
お
待
ち
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
13
日
㈮
〜
15
日
㈰

紙
粘
土
細
工
講
座　

干
支
シ
リ
ー
ズ
「
ウ
シ
さ
ん
」

邦
楽
・
邦
舞
の
つ
ど
い

は
じ
め
て
の
ヨ
ー
ガ
教
室

絵
画
ク
ラ
ブ
俊
和
会　

「
作
品
展
」

古
代
蓮
の
里   　
　

「
春
の
感
謝
祭
」

上 映 日 作　　品　　名 時 間

3 月 1日（日） ウィリアム・テル 45分

3 月 7 日（土） キッズ　走れ！ＳＬ 60分

3 月 8 日（日） 白い牙 45分

3 月14 日（土） キッズ　水辺の生き物スペシャル 60分

3 月15 日（日） フランケンシュタイン 45分

3月20日（金） キッズ　こんちゅうスペシャル 60分

3 月22日（日） キッズ　おさかなスペシャル 30分

▶上映時間　午前11時～、午後2時～
▶上映場所　古代蓮会館研修工作室
▶そ の 他　入館料（大人400円、小人200円）
　　　　　　が必要です。

古 代 蓮 会 館
ＤＶＤ上映会

行田市体育施設　アルバイト・パートスタッフ
職　　　種 勤　務　時　間 採用人数・対象 時　　給 申し込み・問い合わせ

①市民プール
　監視スタッフ

午前9時30分～午後6時30分
※上記時間内にて１日3 ～ 8時間、週3日

程度のローテーション勤務
　(午前または午後のみ勤務希望などの相談可)

若干名
※25m程度泳げる方
※試用期間( ２月間)あり

750 ～ 800円
※年齢、経験な

どを考慮のう
え決定

※有給休暇制度
有

履歴書（写真貼付）に希望職種を明
記のうえ、市民プールまたはグリー
ンアリーナへ申し込みください。(４
月ごろから雇用の予定。応相談 )

●市民プール（本丸 3 － 5）
　☎ 555 － 2455
●グリーンアリーナ（和田 1242）
　☎ 553 － 3377

②市民プール
　機械設備運転
　および保全スタッフ

午前8時30分～午後1時
※勤務日によって終業時間が１時間程度延

長する場合あり
※週3日程度のローテーション勤務

1人
※要ボイラー技士免許
※試用期間( ２月間)あり

※水泳指導者を随時募集しています。指導経験者または未経験でも興味のある方は、気軽に問い合わせください。



　

こ
れ
ま
で
足
袋
産
業
関
連
の
店
蔵
、
土
蔵
（
足
袋

蔵
）、
工
場
な
ど
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
紹

介
す
る
の
は
、
明
治
時
代
の
典
型
的
な
足
袋
商
店
の

店
舗
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
牧
野
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
店

舗
で
す
。
忍
１―

５―

21
に
所
在
す
る
こ
の
牧
野
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
の
店
舗
は
、
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）

３
月
10
日
に
こ
の
地
で
創
業
し
た
足
袋
商
牧
野
熊
治

商
店
の
店
舗
兼
住
宅
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

牧
野
熊
治
商
店
の
創
業
者
牧
野
熊
治
は
、
明
治
７

年
（
１
８
７
４
）
創
業
の
足
袋
商
牧
野
本
店
か
ら
分

家
し
て
足
袋
商
店
を
創
業
、
源
平
足
袋
の
商
標
を
掲

げ
、
派
手
な
売
り
込
み
よ
り
製
品
の
質
で
勝
負
す
る

誠
実
な
姿
勢
で
東
京
か
ら
関
東
・
東
北
一
帯
に
得
意

先
を
開
拓
し
て
成
功
を
収
め
ま
し
た
。
熊
治
は
、
大

正
７
年
設
立
の
忍
町
北
谷
信
用
組
合
（
現
在
の
埼
玉

縣
信
用
金
庫
）
の
理
事
を
務
め
る
な
ど
業
界
の
発
展

に
も
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

戦
中
か
ら
戦
後
の
企
業
統
合
を
経
て
社
名
を
源
平

足
袋
株
式
会
社
と
改
称
、
地
域
的
な
協
調
性

が
弱
い
と
い
わ
れ
た
足
袋
業
界
に
あ
っ
て
、

企
業
統
合
解
消
後
も
近
隣
の
牧
野
本
店
、
菅

波
商
店
と
円
満
な
協
調
活
動
を
長
く
続
け
て

い
ま
し
た
。
足
袋
の
需
要
が
落
ち
込
み
始
め

る
と
作
業
服
や
布ふ
は
く帛
の
製
造
も
手
が
け
、
足

袋
は
下
請
け
中
心
の
効
率
的
な
生
産
を
行
っ

て
、
平
成
に
入
っ
て
も
足
袋
な
ど
の
販
売
を

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
に
転
業
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
歴
史
を
歩
ん
だ
こ
の
建
物
は
、
間
口

２
・
５
間
、
奥
行
４
間
の
出だ
し
げ
た桁

造
り
平
入
り
木
造
２

階
建
て
で
、
屋
根
は
切
り
妻
桟さ
ん
が
わ
ら
ぶ
き

瓦
葺
、
屋
根
勾こ
う
ば
い配
が

急
な
所
に
時
代
の
特
徴
が
表
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、

出
桁
造
り
と
は
桁
を
表
に
通
し
軒
を
支
え
る
横
梁は
り

を

渡
す
建
築
様
式
、
平
入
り
と
は
玄
関
が
棟
と
並
行
な

側
面
（
平
側
）
に
あ
る
形
式
、
切
り
妻
桟
瓦
葺
と
は

波
形
の
瓦
（
桟
瓦
）
が
乗
せ
ら
れ
た
棟
か
ら
二
方

向
に
傾
斜
を
持
つ
屋
根
で
、
棟
と
直
角
な
側
面
（
妻

側
）
が
切
り
取
ら
れ
た
形
式
で
す
。
い
ず
れ
も
江
戸

時
代
か
ら
昭
和
戦
前
期
の
商
家
建
築
に
良
く
見
ら
れ

る
ス
タ
イ
ル
で
、
間
口
が
狭
く
奥
行
き
が
深
い
、
い

わ
ゆ
る
町
屋
系
の
建
築
で
も
し
ば
し
ば
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
牧
野
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
は
、
明
治
時

代
の
典
型
的
な
商
家
建
築
の
ス
タ
イ
ル
を
今
に
伝
え

る
貴
重
な
近
代
化
遺
産
と
い
え
る
店
舗
な
の
で
す
。

（
文
化
財
保
護
課　

中
島
洋
一
）

材料（２人分）
かぶ…120g　かぶの葉…60g　甘塩たら…80g　【下味用】酒…小さじ１　きくらげ（乾
燥）…1g　ぎんなん水煮…４個　卵白（小）…１個分　【あんかけ用汁】出し汁…100cc 
みりん…小さじ１　しょうゆ…小さじ１　【水溶き片栗粉】片栗粉・水…各小さじ１ 1/2

作り方
①かぶは皮をむきすりおろし、軽く水気を切る。葉はゆでて 2cm に切る。きくらげ

は水で戻し千切りにする。たらは皮と骨を除き下味用の酒をふる。
②おろしたかぶに卵白を混ぜ、一口大に切ったたらときくらげ、ぎんなんを加えさっ

くりと混ぜ深めの器に入れる。
③鍋に器の半分くらいまで湯を入れ材料の入った器を置き、ふきんで包んだふたをし、

中火で 10 分加熱する。あんは出し汁に調味料を入れ沸騰させ、水溶き片栗粉でと
ろみをつける。かぶら蒸しの上からかけ葉を添えていただく。

… 胃 腸 の 働 き を 整 え る …
か 　 ぶ

栄養成分（１人分）
エネルギー 77kcal　たんぱく質 9.4g　脂質 0.7g 
炭水化物 6.3g　食塩相当量 1.3g　カルシウム 82mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

■発行日／平成21年 3月1日

■発　行／行田市役所　〒３６１−８６０１行田市本丸2番5号
　　　　　TEL ５５６−１１１１　FAX ５５０−２１１６
　　　　　ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp
　　　　　携 帯 サ イ ト http://www.city.gyoda.lg.jp/i/

■編　集／総合政策部広報広聴課

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。 
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご連絡
　ください。

牧
野
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

180

行
田
の
近
代
化
遺
産

行
田
の
近
代
化
遺
産
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環境にやさしい大豆油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

牧野クリーニング店

No.72
　春の七草の中で「すずな」とは、かぶのことです。かぶの白い部分は消化を助ける、ジア
スターゼやアミラーゼを多く含み、胃腸の不快感を解消します。また、葉の部分には、ビタ
ミンＡや B1・B2、カルシウム、食物繊維も含まれているので、捨てずに利用したいものです。
　かぶは、酢の物や漬物、みそ汁の具などにするのが一般的ですが、煮物やすりおろして蒸
しても甘味やうまみが出て、おいしいです。ちょっと敬遠されがちな蒸し料理も、じかに器
ごと鍋に入れる「地獄蒸し」なら蒸し器がなくても手軽にできます。
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